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個 人 研 究
の科目中では「万国公法」（1870年）となっていたが，
1881年（明治14年）東京帝国大学の学科目に「国際法」
の語が用いられて以来，それが一般に用いられるにいた
った。
　3．国際法顧問
　ヨーロッパ国際法の東アジア諸国への普及について，
各政府が招いたヨーロッパ人の国際法顧問の影響も無視
できない。
　中国では，中国政府から1863年総税務長官に任命され
たRobert　Hartが，事実上中国政府の最高顧問として
国際法上の問題についても助言・助力を行なった。ま
た，1876年の芝　Chefoo条約締結時には，　G　Detring
も中国政府の顧問をつとめた。
　日本では，1871年以降Erasmus　Peshine　Smith（同
年から），Hermann　Roesler（1878年から），　Alexander
von　Siebold（同年から），　Eli　T．　ShepPard（1876年頃
から），Henry　Willard　Denison（1880年から），　Dur・
ham　White　Steavens（1882年から），　Alessandro　Pa・
ternostro（1889年から）が顧問として，国際法の諸問題
につき，日本政府に助言した。
　朝鮮では，Paul　Georg　v。n　M61！endorf（1882年か
ら），Owen　Nickerson　Denny（1886年から）が，政府
の国際法顧問をつとめた。
　五　ヨーロッパ国際法の東アジアへの適用
　1．　　ヨーロッ！くイヒ
　1860年代の終り頃から，東アジアでも近代ヨー一　Pッパ
的な国際法が実際に適用されるようになった。1868年の
幕末戦争の際，幕府海軍副総裁榎本武揚が北海道に事実
上の政府を作り，イギリス，フランスに交戦団体として
の承認を求め，また，その折に，1867年のパリ万国博で
国際赤十字の存在と活動を知った高松凌雲がヨーロッパ
式の野戦病院を設けて敵味方の区別なく負傷老を救護し
たことが知られている。また，1877年の西南戦争の折に
は，佐野常民等により日本赤十字社の前身である「博愛
社」が東アジアにおける最初の赤十字社として設立され
た。
　中国の1861年の同治中興，日本の1868年の明治維新以
後，ヨーPッパ国際法は，他のヨーロッパ文化と共に広
く東アジアに取り入れられるようになった。1871年9月
13日には，対等なヨーロッパ的formulaによる日本と
中国間の通商条約が締結された。
　2．外交関係の開設
　中国では，1842年に南京条約によって，イギリス公使
Henry　Pottingerが着任，1861年には天津条約によっ
て，アメリカ公使Anson　Burlingameが着任した。中
国が最初に外国に派遣した常駐外交使節は，1877年にイ
ギリスに派遣された弁理公使，郭嵩蕪であった。
　もっとも，特派使節としては，1866年に総税務司Hart
の提案により，彼が賜暇でヨー一一　Pッパに帰国するにあた
り，斌椿使節団が同行した例や，1868年に北京駐在のア
メリカ公使Burlingameが任期満了し本国に帰国するに
あたり，Hartの提案で，　Burlingameを中国の特派使
節とし委嘱した例がある。また，1870年に天津事件にあ
たり，天津の三口通商大臣崇厚が謝罪使節としてパリに
派遣された。1877年の郭公使派遣も，1875年の英国公使
館書記官殺害事件を機に1876年芝　条約が結ばれ，その
謝罪使をつとめ，併せて常駐となったものである。
　日本は，1866年パリにPaul　Flary－H6rardを，1867
年サンフランシスコにBrooks（明治政府も彼を重任）
をそれぞれ名誉総領事として置いていたが，明治政府に
なってから，最初の常駐外交使節として，1871年（明治
4年），鮫島尚信をフランスj森有礼をアメリカに代理
公使として派遣し，翌年寺島宗則をイギリスに公使とし
て派遣した。ついで1873年佐野常民がオーストリア，青
木周蔵がドイツ，翌年河瀬真孝がイタリア，榎本武揚が
ロシア，柳原前光が中国にそれぞれ公使として派遣され
た。
　外国から日本に常駐使節として最初に派遣されたの
は，1856年総領事としてアメリカから赴任していたTo・
wnsend　Harisが1858年公使に任命された例である。翌
年イギリスからRutherford　Alcockが公使として着任
した。幕末に活躍するフランス公使L60n　Rochsは1864
年，イギリス公使Harry　Smith　Parkesは1865年に着
任している。
　なお，維新前に日本から外国に派遣された特派使節と
しては，次のようなものがあった。
　1）　1860，2．13（万延元，1．22）新見豊前守正興，日
　　米修好通商条約の批准書交換のためにアメリカに派
　　遣
　2）　1862．1．21（文久元，12．・22）竹内下野守保徳，江
　　戸，大阪，兵庫，新潟の開港延期のためヨーロッパ
　　に派遣
　3）　1864．2．6（元治元，12．・29）池田筑後守長発，横
　　浜鎖港に了解を求めるためフランスへ派遣
　4）1865．5．19（慶応元，4．25）柴田日向守剛中，軍
　　制調査と横須賀製鉄所設立準備のため特命理事官と
　　してフランス，イギリスへ派遣（慶応2．3帰国）
　5）　1866．9．26（慶応2．8．18）小出大和守秀実，樺
　　太の日露国境問題交渉のため，ロシアへ派遣（慶応
　　3．5．8帰国）一樺太島仮規則一
　6）　1867．2．15（慶応3．1．11）民部公子，徳川昭武
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　　等一行，将軍慶喜の名代としてパリ万国博覧会（5／1
　　－11／3開催）へ派遣（明治元，11．3帰国）
　また，1871年（明治4年）11月4日領事館の設置がき
められ，次の領事が派遣された。
　1）　1872．2　（明治5年）　品川　忠道　中国・上海
　2）1872．9（　〃　）井田　　譲　中国・福州
　3）　1873．3　（明治6年）中島　譲治　イタリア・ヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　エニス
4）　1873．4　（　〃　）　林道　三郎　英領・香港
5）1874．・3　（明治7年）　中村　博愛　フラソス・マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ルセー一ユ
6）ユ874．・7（　〃　）河瀬　真孝　イタリア・ロ
he}
　韓国には，最初の外国常駐外交使節として，1880年に
日本公使花房義質が着任した。他方1887年朝鮮政府は，
閾泳翔とDennyの意見により外交使節派遣をきめ，同
年6月朴定陽をアメリカに，趙臣熈をヨーロッパ（英仏
独露ベルギー）に公使として派遣し，1888年には駐日公
使館も開設した。
　あとがき
　本稿は，国際法の歴史を研究する一環として，ヨーP
ッパ国際法と東アジア諸国との関係を検討したものであ
る。中国関係について貴重な資料を貸与して頂いた黄有
仁教授，その翻訳にあたった林啓旭氏，韓国関係につい
て論文を寄贈して頂いた斐載提教授（その邦訳は，法律
論叢54巻6号に掲載）その仲介をして頂いた李仲範教
授，並びにその翻訳にあたった劉慶駐さんに御礼申し上
げる。
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